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今
年
度
に
東
京
都
八
丈
支
庁
で
行
っ
た

事
業
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〜
林
道
の
整
備
〜

●
産
業
課
で
は
、
３
路
線
の
林
道
で
約
５

千
４
百
万
円
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
根
と
樫
立
を
結
ぶ
三
原
林
道
で
は
、

舗
装
、
落
石
防
護
、
路
肩
の
補
強
工
事
を

行
い
、
こ
ん
沢
林
道
で
は
、
路
肩
の
補
強

と
法
面
保
護
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
富
士
環
状
林
道
で
は
、
八
丈

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の
先
で
昨
年
11
月
の
豪
雨

に
よ
り
被
災
し
た
箇
所
に
、
横
断
す
る
水

路
と
路
面
の
補
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〜
治
山
事
業
〜

●
八
丈
町
で
は
、
末

吉
地
区
の
洞
輪
沢
に

お
い
て
約
２
千
４
百

万
円
で
落
石
等
の
対

策
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
青
ヶ
島
村

で
は
、
約
９
千
２
百
万
円
を
か
け
て
大
千

代
港
上
部
の
崩
落
の
復
旧
と
池
之
沢
（
野

球
場
上
部
）
で
の
落
石
対
策
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

〜
保
安
林
改
良
〜

●
神
湊
と
底
土
海
岸
の
間
に
あ
る
中
浦
防
潮

保
安
林
の
１
・
３
９
ha
で
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ

被
害
に
よ
り
枯
れ
て
し
ま
っ
た
マ
ツ
林
を
再

生
し
て
、
潮
風
や
強
風
か
ら
住
宅
や
畑
な
ど

を
守
る
た
め
に
、
約
１
千
万
円
を
か
け
て
ク

ロ
マ
ツ
苗
７
５
０
０
本
の
植
栽
を
行
っ
て
い

ま
す
。
【
２
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

〜
道
路
の
整
備
・
補
修
〜

●
土
木
課
で
は
、
道
路
の
拡
幅
や
歩
道
設
置
、

道
路
施
設
の
補
修
工
事
な
ど
を
約
６
億
８
千

万
円
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
根
地
区
で
は
川
向
駐
在
所
か
ら
五
叉
路

交
差
点
の
区
間
の
改
修
と
永
郷
道
路
の
歩
道

設
置
と
路
面
補
修
な
ど
、
大
賀
郷
地
区
で
は

河
口
交
差
点
付
近
の
改
修
と
八
高
通
り
の
歩

道
設
置
な
ど
、
樫
立
地
区
で
は
児
童
遊
園
か

ら
旧
都
道
口
ま
で
の

排
水
設
備
を
、
中
之
郷

地
区
で
は
郵
便
局
前

の
歩
道
滑
り
止
め
工

事
、
末
吉
地
区
で
は
灯

台
付
近
の
路
面
補
修

と
登
龍
道
路
で
の
災

害
防
除
工
事
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
都
市
計
画
道
路
の
工
事
で
は
、
引
き
続
き

大
群
陸
橋
に
向
け
て
約
３
億
３
千
万
円
で
拡

幅
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
な

ど

が
た
い
ら

●
青
ヶ
島
村
で
は
、
金
土
ヶ
平
の
擁
壁
工
事
、

池
之
沢
で
の
路
面
補

わ

て

修
、
上
手
回
り
の
災
害

防
除
な
ど
を
合
わ
せ
て

約
２
億
６
千
万
円
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

青
宝
ト
ン
ネ
ル
の
照
明

改
修
工
事
は
今
年
度
で

完
了
と
な
り
ま
し
た
。

〜
河
川
・
海
岸
の
整
備
〜

こ

ぼ
ね

が

ほ
ら

●
中
之
郷
の
小
骨
ヶ
洞
で
は
砂
防
ダ
ム
（
３

号
）
工
事
を
、
洞
輪
沢
海
岸
で
は
護
岸
上
部
の

残
工
事
を
、
合
計
約
３
千
３
百
万
円
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
洞
輪
沢
海
岸
の
工
事
は
今
年
度
で

完
了
と
な
り
ま
す
。
【
４
ペ
ー
ジ
参
照
】

〜
公
園
・
園
地
等
の
整
備
〜

●
植
物
公
園
で
は
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
屋
根
や

遊
具
の
改
修
工
事
な

ど
、
底
土
野
営
場
で
は

休
憩
舎
改
修
工
事
を
合

わ
せ
て
約
２
千
８
百
万

円
で
行
っ
て
い
ま
す
。

〜
港
湾
・
漁
港
・
空
港
の
整
備
〜

●
港
湾
課
で
は
、
約
37
億
円
で
港
湾
・
漁
港
・

空
港
を
整
備
し
ま
し
た
。
内
訳
は
港
湾
整
備

で
約
19
億
３
千
万
円
、
漁
港
整
備
で
約
16
億

７
千
５
百
万
円
、
空
港
整
備
で
約
７
千
５
百

万
円
で
し
た
。

青ヶ島（池之沢）治山工事

三根道路改修工事

金土ヶ平擁壁工事植物公園遊具改修

19
年
度
実
施
事
業
の
紹
介



2

オリンピックを日本に，２０１６年！

　
平
成
20
年
度
の
東
京
都
予
算
案
は
、『
10

年
後
の
東
京
』
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
い
か
な
る
状
況

変
化
の
下
で
も
そ
の
取
組
を
支
え
得
る
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
を
築
き
上
げ
る
予
算

と
位
置
づ
け
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

 

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
６
兆
８
千
５

６
０
億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
千
５

４
０
億
円
（
３
・
８
％
）
の
増
と
な
り
、
４

年
連
続
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
財
政
は
、
健
全
性
を
回
復
し
た
も
の

の
、
先
行
き
不
透
明
な
景
気
動
向
に
よ
り

都
税
収
入
に
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
伸
び
が

見
込
め
な
い
こ
と
に
加
え
、
20
年
度
の
税

制
改
正
に
よ
り
、
21
年
度
以
降
の
法
人
事

業
税
が
大
幅
な
減
収
（
年
間
約
３
千
億
円

程
度
）
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
更
新
期
を
迎
え
て
い
る
大
規
模

施
設
等
の
更
新
需
要
が
、
今
後
概
ね
10
年

間
で
８
千
億
円
程
度
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
社
会
資
本
等
整
備
基
金
の

充
実
や
特
別
基
金
の
創
設
な
ど
、
今
後
の

財
政
需
要
の
増
加
や
税
収
減
に
対
す
る
財

政
上
の
備
え
を
可
能
な
限
り
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
八
丈
支
庁
管
内
で
の
事
業
内
容

に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

20
年
度
東
京
都
予
算
案
の
概
要

 

　
　
総
務
課
行
政
係 

℡
２
―
１
１
１
１

  昨年11月の植栽風景

八
丈
島
の
魚 

学
校
で
大
活
躍
！

青ヶ島港資器材置き場八重根漁港防波堤ｹｰｿﾝ

　
港
湾
整
備
事
業
で
は
、
港
湾
利
用
者

の
利
便
性
や
荷
役
の
効
率
向
上
を
図
る

た
め
、
八
重
根
港
で
は
護
岸
の
整
備
及

び
岸
壁
、
港
湾
施
設
の
補
修
を
行
い
、

神
湊
（
底
土
）
港
で
は
利
便
性
や
荷
役

効
率
に
加
え
、
定
期
船
及
び
貨
物
船
の

就
航
率
の
向
上
を
図
る
た
め
防
波
堤
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
青
ヶ
島
（
三
宝
）
港
で
は
安
全
な
臨

港
交
通
機
能
の
確

保
と
就
航
率
向
上

を
図
る
た
め
、
臨

港
道
路
と
護
岸
の

整
備
の
外
、
資
器

材
置
き
場
の
新
設

を
行
い
ま
し
た
。

　
漁
港
整
備
事
業
で
は
、
神
湊
漁
港
、

八
重
根
漁
港
及

び
洞
輪
沢
漁
港

で
漁
港
内
の
波

を
静
か
に
す
る

防
波
堤
の
整
備

を
行
っ
た
ほ
か
、

擁
壁
や
護
岸
の

補
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
空
港
整
備
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た

場
周
柵
の
補
修
や
緑
地
の
管
理
を
行
い

ま
し
た
。

ク
ロ
マ
ツ
の
植
栽
活
動
が

東
京
都
総
務
局
長
賞
に
！

　
昨
年
６
月
と
11

月
に
三
根
小
学

校
の
皆
さ
ん
と
行
っ
た
ク
ロ
マ
ツ

の
植
栽
活
動
が
、
「
被
害
を
受
け
た

森
林
の
再
生
と
と
も
に
教
育
に
も

寄
与
し
た
」
と
し
て
、
東
京
都
総
務

局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
は
、
地
域
や
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
支
庁
で

は
引
き
続

き
こ
う
し

た
活
動
を

行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
八
丈
島
で
は
、
現
在
、
食
育
や
地
産
地

消
の
取
組
み
が
い
ろ
い
ろ
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
島
で
水
揚
げ
さ

れ
る
ム
ロ
ア
ジ
や
ト
ビ
ウ
オ
、
メ
ダ
イ

な
ど
の
魚
が
、
漁
協
女
性
部
の
皆
さ
ん

に
よ
り
ミ
ン
チ
や
切
身
に
加
工
さ
れ
、

島
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
の
向
こ
う
の
都

内
の
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
積
極
的

に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
丈
島
の
こ
と
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
漁
協
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
、
「
出
前
講
座
」
の
講
師
と

し
て
都
内
の
学
校
を
訪
れ
、
島
の
豊
か

な
自
然
や
人
々
の
く
ら
し
、
魚
や
漁
業

な
ど
の
八
丈
島
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
、
丸
の
ま
ま
の
魚
を

見
た
り
触
っ
た
り
す
る
こ
と
が
初
め
て

の
子
ど
も
た
ち
も
お
り
、

実
物
の
魚
が
登
場
す
る

「
出
前
講
座
」
は
、
特
に

大
好
評
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

「
八
丈
島
の
魚
は
美
味
し

か
っ
た
の
で
、
給
食
を

残
さ
ず
に
食
べ
た
。
」
の

ほ
か
、
「
八
丈
島
の
漁
師
さ
ん
が
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
」「
八
丈
島
に

行
き
た
く
な
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
栄
養
士
の
先
生
な
ど
学

校
給
食
関
係
の
方
々
や
八
丈
町
等
と
の

連
携
の
も
と
、
漁
協
女
性
部
の
取
組
み

が
さ
ら
に
発
展
し
、
八
丈
島
の
フ
ァ
ン

が
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
産
業
課
水
産
係
　
℡
２
―
１
１
１
３
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オリンピックを日本に，２０１６年！

　

　
突
然
で
す
が
、「
税
」
と
い
う
漢
字
の
成

り
立
ち
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
禾
（
作
物
）
＋
兌
（
抜
く
）

　
つ
ま
り
、「
作
物
の
一
部
を
抜
く
」
と
い

う
意
味
で
す
。

　
社
会
を
構
成
す
る
一
人
ひ
と
り
が
、
お

金
を
出
し
合
い
、
市
場
原
理
に
な
じ
ま
な

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
事
業
な
ど
の
費

用
を
集
め
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
税
の
制
度
に
は
３
つ
の
原

則
が
あ
り
ま
す
。

●
公
平
の
原
則

　
最
も
大
切
な
基
本
原
則
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
分
か
ち
合
う
と

い
う
意
味
で
す
。

●
中
立
の
原
則

　
で
き
る
限
り
経
済
の
活
動
や
発
展
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

●
簡
素
の
原
則

　
納
税
者
に
分
か
り
や
す
く
、
徴
収
コ
ス

ト
の
安
い
仕
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

　
３
つ
の
原
則
を
適
切
に

税
の
制
度
に
反
映
さ
せ
、

必
要
な
費
用
を
集
め
る
こ

と
が
、
安
定
し
た
社
会
の

運
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
総
務
課
税
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

　
青
ヶ
島
村
で
は
、
八
丈
町
と
同
様
に

農
業
生
産
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
東
京
都
の
補
助
事
業
に
よ
り
、
昨

年
度
か
ら
の
２
年
間
で
17
棟
（
２
千
７

５
４
㎡
）
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
は
、
通
常
の
農

業
用
ハ
ウ
ス
で
使
用
さ
れ
て
い
る
パ
イ

プ
よ
り
骨
太
な
パ
イ
プ
を
使
っ
て
い
る

た
め
、
風
速
50
ｍ
／
秒
ク
ラ
ス
の
強
風

に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

 

ま
た
、
軒
高
も

高
い
た
め
、
作
業

性
や
通
気
性
が

向
上
し
、
生
産
の

安
定
化
と
高
品

質
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
青
ヶ
島
切
り
葉
生
産
出
荷
組
合
で
は
、

昨
年
か
ら
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
利
用

し
て
、
コ
ル
デ
ィ
リ
ー
ネ
類
や
カ
ラ
テ

ア
・
リ
ゼ
イ
等
の
切
り
葉
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、
島
し
ょ
農
林
水
産
総

合
セ
ン
タ
ー
、
村
役
場
、
支
庁
な
ど
の
関

係
機
関
が
連
携
し
、
青
ヶ
島
切
り
葉
生

た
ち

げ

産
出
荷
組
合
で
初
め
て
、
立
毛
品
評
会

（
ほ
場
の
管
理
状
態
な
ど
を
審
査
す
る
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
支
庁
で
は
、
今
後
も
農
業
関
連
施
設

の
整
備
を
促
進

す
る
こ
と
で
、

農
産
物
の
生
産

振
興
を
図
り
、

青
ヶ
島
村
の
農

業
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
産
業
課
農
務
係 

℡
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青
ヶ
島
村
で
の
耐
風
強
化
型
ハ
ウ
ス

「
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
の
整
備

整備が進むストロングハウス
    立毛品評会の様子
（コルディリーネ類の栽培）

八
丈
高
校
定
時
制
の
ご
案
内

〜 

定
時
制
で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

 
 
 み

ま
せ
ん
か
？ 
〜

税
の
お
話

こ
ん
に
ち
は
八
高
で
す
！

こ
の
春
、
中
学
を
卒
業
す
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
何
ら
か
の
事
情
で
高
校
の
勉
強

を
し
な
か
っ
た
方
も
、
勉
強
に
年
齢
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
あ

な
た
の
ペ
ー
ス
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　
定
時
制
で
は
、
読
み
・
書
き
・
計
算

を
反
復
学
習
す
る
の
で
、
基
礎
・
基
本

が
学
び
直
せ
ま
す
。

　
経
験
豊
か
な
教
員
が
納
得
の
い
く
ま

で
、
て
い
ね
い
に
授
業
や
身
の
ま
わ
り

の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

◆
入
学
資
格
‥
中
学
校
卒
業
以
上
の
方

で
、
八
丈
島
在
住
の
方
、
ま
た
は
入
学

ま
で
に
八
丈
島
に
住
む
こ
と
が
確
実
な

方
。

◆
授
業
時
間
‥
夕
方
５
時
30
分
に
始
ま

り
、
給
食
を
は
さ
ん
で
９
時
10
分
ま
で

の
一
日
４
時
間
授
業
。
仕
事
を
終
え
て

か
ら
で
も
、
十
分
間
に
合
い
ま
す
。

◆
通
学
方
法
‥
二
輪
・
四
輪
に
よ
る
通

学
を
認
め
て
い
ま
す
。
通
学
タ
ク
シ
ー

も
あ
り
ま
す
の
で
、
免
許
を
お
持
ち
で

な
い
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
卒
業
年
数
‥
四
年
間
が
一
般
的
で
す

が
、
全
日
制
と
同
じ
く
、
三
年
間
で
卒
業

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◆
入
学
試
験
‥
毎
年
２
月
で
す
が
、
補

欠
募
集
を
３
月
下
旬
に
行
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
、
学
期
毎
の
補

欠
募
集
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
き
ら

め
ず
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

八
丈
高
校
定
時
制

℡
２
―
１
１
８
１

（
受
付
‥
平
日

午
後
２
時
〜
８
時
）
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オリンピックを日本に，２０１６年！

　
２
月
12
日
、
青
ヶ
島
小
学
校
で
出
前

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
出
前
授
業
は
、「
親
し
み
の
あ
る
港
づ

く
り
」
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
８
回
目

に
な
り
ま
す
。

　
授
業
は
二
部
形
式
で
行
い
、
第
一
部

は
、「
青
ヶ
島
の
み
な
と
づ
く
り
」
、「
八

丈
島
空
港
の
管
理
」
と
題
し
て
青
ヶ
島

（
三
宝
）
港
・
大
千
代

港
の
整
備
経
緯
・
将

来
計
画
と
八
丈
島

空
港
の
航
空
保
安

等
の
様
々
な
業
務

に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま

し
た
。

　
第
二
部
は
、
港
湾
工
事
に
携
わ
る
建

設
会
社
の
方
と
一
緒
に
、
工
事
現
場
で

実
際
に
行
わ
れ
る

始
業
前
の
安
全
点

検
（
危
険
予
知
活

動
）
を
例
に
、
工
事

に
お
け
る
安
全
管

理
の
重
要
性
を
実

体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
青
ヶ
島
港
の

 

今
年
も
港
湾
課
職
員
が

 

「
出
前
授
業
」
の
先
生
に
！

将
来
計
画
と
空
港
管
理
の
意
外
な
一
面

に
、
驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
港
湾
課
で
は
、
こ
の
よ
う
な
広
報
活

動
を
と
お
し
、
港
に
親
し
み
を
も
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
港
湾
課
管
理
係
　
℡
２
―
１
１
１
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三
根
地
区
の
都
道
２
１
６
号
線
、

倉
の
坂
〜
護
神
交
差
点
間
の
街
路
樹

（
ヤ
マ
モ
モ
）
の
植
替
え
を
計
画
的
に

進
め
て
行
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
護
神
交
差
点
か
ら
約
30

本
の
街
路
樹
を
植
替
え
ま
す
。

　
樹
種
は
、
八
丈
町
の
修
景
美
化
審

議
会
で
了
承
さ
れ
た
、
ケ
ン
チ
ャ
ヤ

シ
で
す
。

　
今
後
も
２
１
６
号
線
は
、
ケ
ン

チ
ャ
ヤ
シ
と
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
で
統
一

的
な
景
観
を
創
出
す
る
よ
う
に
い
た

し
ま
す
。

　
工
事
中
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
極
力
ご
迷
惑
の
か
か
ら
な

い
方
法
で
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

土
木
課
工
事
第
二
係
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末
吉
洞
輪
沢
地
区
の
旧
南
国
温
泉
ホ

テ
ル
下
海
岸
で
進
め
て
い
ま
し
た
護
岸

の
整
備
工
事
（
全
長
約
２
８
０
ｍ
、
高

さ
約
10

ｍ

）
が
今
年
度
で
完
了
し
ま

す
。

　
こ
の
場
所
は
、
平
成
７
年
の
台
風
12

号
に
よ
り
高
潮
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
自
治
会
か
ら
急
い
で

安
全
な
護
岸
を
整
備
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
を
受
け
て
い
た
場
所
で
す
。

　
こ
の
要
望
を
受
け
、
平
成
９
年
よ
り

２
ヵ
年
で
、
危
険
箇
所
を
緊
急
に
補
修

し
た
後
、
平
成
11
年
よ
り
本
格
的
な
護

岸
の
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
海
岸
の
保
全

す
べ
き
区
域
で
あ
る
こ
と
を
指
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
の
海
岸

線
が
国
立
公
園
の
特
別
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
公
園
を
管
理
す
る
部

署
と
景
観
の
調
整
を
行
な
い
、
護
岸
海

側
を
着
色
し
化
粧
し
ま
し
た
。

　
洞
輪
沢
の
護
岸
工
事
が
完
成

 
 

し
ま
す

整備後の洞輪沢海岸

３～４月　八丈ビジターセンター行事予定

実施日 内　容

 ３月　９日（日）  植物公園季節調査会

 ３月２２日（土）  八丈学講座（春の植物観察会）

 ３月３０日（日）  植物公園でお花見

 ４月１３日（日）  植物公園季節調査会

 ４月２６日（土）  八丈学講座（さえずりを聞き分けよう）

 ４月２９日（祝）  八丈富士ハイキング

 ・毎週 土、日、祝祭日：植物公園ガイドウォーク　

　　詳細は八丈ビジターセンターまで　 TEL ２－４８１１

　
「
春
ト
ビ
の
謎
を
追
っ
て
」
と
題
し
て
、
春

ト
ビ
の
生
態
と
漁
業
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド

画
像
で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
社
会
人
対
象
）
　

○
開
催
日
‥
３
月
２
日
（
日
）

○
時
間
‥
13
時
30
分
〜
14
時
45
分

○
場
所
‥
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

・
参
加
費
無
料
、
予
約
は
不
要
で
す
。

（
主
催
）
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

都
道
の
街
路
樹
を
植
替
え
ま
す

島
し
ょ
セ
ン
タ
ー
「
八
丈
島
教
室
」
開
催

　
今
後
は
護
岸
を

適
切
に
管
理
す
る

た
め
に
、
改
め
て

測
量
等
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

 

土
木
課

 

工
事
第
一
係 
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